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1. 概要 

1-1. 研究開発および計画の概要 

本研究開発は、神経多様性（発達障害特性等）のある人が抱える「困りごと」への対処を、チャットボ

ット「ダボット：ダックスさんの相談室（以下、ダボット）」により日常的に支援し、必要時には支援機

関等へ円滑に接続する「地域連携モデル」を構築するとともに、大学生以外（高校生・専門学校生・就業

者等）への適用可能性、および多地域展開・事業化に向けた条件整理を行うことを目的とする。 

初年度（2022 年度）は、標準化された尺度を用いて、ダボットに困りごとの程度を定量的に評価する

「困りごとチェック機能」を実装した。また、協力機関と連携して、様々な対象者の属性の違いを考慮し

たダボットのコンテンツを検討した。そして、将来の多地域展開・有償提供を見据え、有識者からの助言

を得て、ダボットの利用規約・プライバシーポリシーを整備し、事業展開に向けた制度設計を進めた。 

2年度（2023年度）は、茨城県南・つくば地区での地域トライアルを継続し、登録経路別に流入分析で

きる仕組みを構築して、医療機関等における流入など機関別の特徴を把握した。あわせて、有人支援への

接続の有効性を明らかにするため、困難感の程度が高い大学生を対象とした有人オペレート機能の実証

試験を行い、相談意向の喚起や支援窓口の利用につながる可能性を検証した。 

3年度（2024年度）は、大学生以外への展開に向けて「高校生用」「学生用」「就労用」の 3属性のコン

テンツ作成とトライアルを実施し、様々な属性の対象者における困難感の低減効果を確認した。また、ト

ライアル結果を踏まえてユーザビリティの向上を目指し、ダボットの UI改善に着手した。さらに、筑波

大学ヒューマンエンパワーメント推進局の教育関係共同利用拠点事業を活用し、全国の高等教育機関に

ダボットの共同利用（無償／有償）を開始して、事業化の妥当性検証を開始した。加えて、個人データ公

開プロセスのモデル化に向け、トークログ公開に関する実験研究を実施した。 

最終年度（2025 年度）は、ダボットのコンテンツの品質改善において中核となるダボットサポーター

の参加動機・継続要因に関する調査を実施し、ダボットの持続的かつ発展的な品質改善プロセスの仕組

み化を図った。また、他対象展開システムを拡張し、3属性（高校生用／学生用／就労用）をユーザー自

身が切り替え可能な機能を実装・提供開始した。さらに、全国の多くの地域への展開を進めた。 

 

1-2. 成果の概要 

成果は、(1)ダボットの機能拡充（困りごとチェック機能、他対象向けセグメント配信、サポーター参

画・育成、個人データ公開プロセスのモデル化）、(2)地域連携モデル（流入経路分析、有人オペレート等

を含む支援接続の効果検証）、(3)多地域展開と事業化（共同利用、一般社団法人の設立と連携、全国展開）

の 3点に整理できる。主要マイルストーンとして、以下の成果を得た。 

・リスク評価機能の精度（基準関連妥当性）を担保したダボット「困りごとチェック機能」を実装した。 

・コンテンツの品質改善を担うダボットサポーターを十分な量・質で確保した。 

・茨城県内のトライアルにおいて、ダボットを利用する支援者数を拡大した。 

・高リスクとされる利用者を自動応答から対人相談（有人オペレート等）に一定程度、接続した。 

・高校生・専門学校生・就業者において困難感（例：対人関係、読み書き）の有意な減少を確認した。 

・累計 21校の高等教育機関とダボットの契約を行い、事業収入の確保見込を立てた。 

・全国の多地域展開により、12地域 54組織でダボットのトライアルを実施した。 

 今後はダボットの登録者数ならびにユーザビリティを向上し、全国展開を加速することが求められる。  
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2. 目的・目標の達成状況  

2-1. 研究開発スケジュール 
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2-2. 実施項目毎の成果 

(1) 大項目A「ダボットの機能拡充」 

＜中項目 A-1：リスク評価機能の実装＞ 

○目的 

対処法提案のみならず利用者の困りごと（リスク）の評価機能を一体的に備えたシステムとしてダボッ

トを拡充し、支援サービスにつなぐシステムを構築する。 

○実施内容・得られた結果／成果 

標準化された困りごと質問紙（佐々木ら，2019）を用いて、ダボットの LINE®メニューから困りごと評価

ページへ遷移し、設問回答に基づいて困りごとの程度をフィードバックする「困りごとチェック機能」を

実装した（図１。対人関係、注意・集中、読み書き、生活リズム、感覚の５領域）。これにより、ユーザ

ーが抱える困りごとの傾向を視覚的にわかりやすいイラストで知ることができ、関連する困りごとの対

処法をワンクリックで気軽に尋ねることが可能となった。2024 年度はユーザーインターフェイスを改修

して、ユーザーにとって質問と回答の対が従来と比較してわかりやすいレイアウトとなった（図２）。2025

年度は当初計画より発展させ、過去のチェック結果を参照できるようにするとともに、高校生・就業者な

ど大学生以外にも適用可能となるよう困りごとチェック機能における項目更新のための調査を行った。  

 

図１ ダボット「困りごとチェック機能」の流れ 

 

図２ 改修前後の困りごとチェック機能ユーザーインターフェイス 
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○マイルストーン・KPI 

【マイルストーン①】ダボットにおけるリスク評価機能の精度 

【KPI】リスク評価機能に対して、発達障害および精神疾患スクリーニング尺度等との間で一定程度の基

準関連妥当性が認められる 

【達成状況】基準関連妥当性が確認された心理尺度を用いて、ダボットに「困りごとチェック機能」を実

装することで、本 KPIは 2022年度に達成した。  

＜中項目 A-2：他対象展開のシステム実装＞ 

○目的 

ダボットが大学生以外の他対象で使いにくい可能性を考慮した収拾策として、他対象展開用のセグメン

ト配信システムを実装する。 

○実施内容・得られた結果／成果 

本 PJ開始時点におけるダボットは大学生向けのコンテンツ構成であった。2023年度は利用者の登録経路

を分け、登録経路ごとに割り当てられた属性情報に基づき、コンテンツを切り替える仕組みを試作し、動

作検証を行った。属性は「高校生用」、「学生用（大学生、専門学校生など高等教育機関の学生）」、「就労

用（働いている人や求職者など）」の３つとして、コンテンツの構成は他対象展開検討グループと協議し

ながら検討した（表１）。また、高校生から学生、学生から就労など、１人のユーザーで属性が変わるよ

うな移行（transition）にも対応するため、2025 年度には３つの属性をユーザー自身が切り替えられる

機能を実装し、提供を開始した。これにより、例えば、高等学校では「高校生用」、大学や専門学校等の

高等教育機関では「学生用」、さまざまな属性の方が利用する医療機関や相談機関では「３属性切替可能」

とするダボットを展開するなど、機関・団体の性質に応じてコンテンツを最適化できるようになった。 

表１ 属性別に切り替えられるコンテンツの一例 
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＜中項目 A-3：ダボットサポーターの参画・育成＞ 

○目的 

ダボットを利用するだけでなく、情報を提供する当事者を育成し、当事者の活きた情報を好循環するこ

とで、ダボットの利用継続や発展を促す。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2022 年度に実施した WEB イベントの参加者からダボットサポーターへの登録希望を募った。サポーター

には発達障害のある当事者や家族、支援者などが含まれた。その後、継続的にサポーターを対象としたダ

ボットのコンテンツ改善に関するアンケートを実施し、アンケート結果をもとにコンテンツの追加登録

や更新を行った（図３）。また、2025年度には、登録サポーターのうちコミットメントの高い方と共同開

発ができる体制の構築に向けて、サポーターの参加動機や継続要因を明らかにするため調査を行った

（Miyanishi et al., 2025）。調査には７名のサポーターが参加した（発達障害の当事者が３名、当事者

の家族が２名、当事者の支援や教育等に従事した経験のある専門家２名）。調査結果から、サポーターの

参加動機として、ダボットのコンセプトに強く共感していること、自身のユニークな経験や知識を他の

当事者と共有したいこと、ダボットをより良くしていきたいことなどが挙げられた。この調査結果を踏

まえて、ダボットサポーターの層化を進めた。具体的にはダボットサポーター全体に対しては低負荷の

アンケートにより情報量の多いフィードバックを得る形にしながら、活動に高くコミットしている特定

のサポーターに対してはアンケートにとどまらず、コンテンツの登録・更新後の評価やダボット全体の

改善点の検討を行うインタビューを実施した。このサイクルをダボットの継続的な品質改善のプロセス

として仕組み化を進めた。 

 

図３ ダボットサポーターによる品質改善プロセス 

○マイルストーン・KPI 

【マイルストーン②】ダボットサポーターの登録者数 

【KPI】100名の当事者がダボットサポーターとして登録 

【達成状況】2024 年度で登録者数は 100 名を超えており、本 KPI を達成した。2025 年 12 月時点でダボ

ットサポーターの登録は 145名であり、インタビュー等に参加する高コミットのサポーターが数名いる。 

＜中項目 A-4：チャットボットで収集したトークログ等の個人データの公開プロセスのモデル化＞ 

○目的 

将来的なデータ利活用を見据え、ダボットの実運用（研究／事業）で収集しているデータとは別に、シミ

ュレーションデータを新たに取得し、収集した個人データの公開プロセスをモデル化する。 



 

6 

 

○実施内容・得られた結果／成果 

データ利活用における不安感が同意の判断に影響を与えると仮定し、人とチャットボットが対話したト

ークログを様々な研究や政策立案等に活用する企業や団体に公開する可能性を予め告知した上で、対象

者が自身の公開予定のトークログを確認することで，不安が低減するかを検証する実験研究を 2024年度

に実施した（樫原ら，in press）。この目的のため、まずパーソナルデータの利活用に関する不安を測定

する尺度と年齢や性別、職業といったプロフィールを尋ねた事前調査を実施し、4516 名から回答を得た。

そのうち、実験研究への参加に同意した 156 名について、公開前に自身のトークログを確認する事前確

認群と、公開後に自身のトークログを確認する事後確認群の２つに分けられた。結果、事前確認を行った

ほうが事後確認よりも許諾範囲に対しての不安が低減されることと、トークログ提供に対する不安払し

ょくのための対策として、データ確認の有無ではなく匿名化処理が有効である可能性が示された。 

(2) 大項目 B「ダボットを用いた地域連携モデルの構築」 

＜中項目 B-1：対象者の特徴や流入経路の分析＞ 

○目的 

ダボットを茨城県南・つくば地区の発達障害支援機関等に展開して、各機関の業務内容等の性質に応じ

た対象者の特徴や流入経路の分析を行う。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2022 年度にはダボットを登録するための二次元コード等を分けることで流入経路を分析できる仕組みを

構築し、茨城県南・つくば地区の 7 機関等で試行利用を開始した。2023 年度には提供開始から約半年間

における登録者数の推移を調査した（図４：樫原ら，2023）。その結果から、大学内での登録者数が入学

時期となる 4月に増加すること、また、医療機関からの流入が長期的・継続的に増加する傾向などを確認

した。特に医療機関での流入が多い理由については地域連携グループの担当者にヒアリングを行った。

その中で、診察で患者が抱える日常生活の細かな困りごとを相談することが難しいといった医療機関に

おけるニーズを把握し、受付や待合室など利用者の待機場所で登録用ポスターを掲示・配布することで、

受付から診察、診察から会計の待ち時間に登録ができるなどの特徴を確認した。 

 

図４ 茨城県トライアルにおける流入経路別登録者数（2023年 1月 23日〜7月 22日） 
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○マイルストーン・KPI 

【マイルストーン③】ダボットを提供する支援者数 

【KPI】5職種 20名の支援者がダボットを提供 

【達成状況】2023 年度時点で茨城県トライアルにおいてダボットを提供する人の職種は 11 職種であり、

人数は合計 54名となったことから本 KPIは達成した。 

＜中項目 B-2：ダボットによる支援接続の効果検証＞ 

○目的 

ダボット利用者の心理状態や社会的状況の変化について流入経路のステージ別に分析を行い、ダボット

から支援サービスに接続することの有効性を明らかにする。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2023 年度において、発達障害の傾向があり、困りごと評価の結果から高リスクであると判断された大学

生を対象として、ダボットに試験導入した有人オペレート機能による介入効果の検証を行った（表２：長

谷川ら，2024）。その結果、オペレーターを利用した対象者は 11名中６名（約 54%）であり、オペレータ

ーを利用した６名中５名（約 83%）が自身の困りごとを「誰かに相談したい」と感じるようになったこと

を報告した。また、１年間のフォローアップにより、大学内の支援窓口をオペレーターから紹介され、実

際に相談窓口の利用があったことが報告された。この結果を踏まえて、困りごとチェックからオペレー

ター利用、そして支援窓口接続までのフローを検討した（図５）。 

表２ 有人オペレート機能による介入研究の概要 

 

 

図５ 困りごとチェックからオペレーター利用、そして支援窓口接続までのフロー図 
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○マイルストーン・KPI 

【マイルストーン④】ダボットから各機関への接続率 

【KPI】高リスク利用者の約 50%がダボットの有人オペレートを含む対人相談に接続 

【達成状況】有人オペレート機能に関する介入研究の結果から、高リスク利用者の 50%以上が有人オペレ

ートを含む対人相談に接続したことから、本 KPIは達成した。 

(3) 大項目 C「ダボットの大学生から他対象への展開可能性の検討」 

＜中項目 C-1：課題抽出のための調査＞ 

○目的 

既存のダボットが他の対象では使いにくい可能性を考慮した収拾策として、高校生、専門学校生、就業者

および各組織の担当者に課題抽出のための調査を実施する。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2023 年度は、企業、専門学校、高校等へのヒアリングと小規模トライアルを行った。その結果、専門学

校は既存の大学生用を準用できることを確認した。一方で、企業等の就労用、高校生用についてはコンテ

ンツの構成を変更する必要が生じた。そこで、2023 年度より就業者および高校生を対象としたアンケー

ト調査を行い、「就労用」「高校生用」のコンテンツ作成を進めた。これにより、A-2 と連動して、「高校

生用」「学生用」「就労用」の３つの属性別のコンテンツ作成を完了した。いずれのコンテンツも協力機関

やダボットサポーターとともに品質改善を続けていく。 

＜中項目 C-2：ダボットによる他対象展開の効果検証＞ 

○目的 

A-2により開発した他対象展開に適したシステムを実装し、他対象展開の効果検証を実施する。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2024 年度は、高校生、専門学校生および就業者が、本プロジェクトで設計及び実装したダボットを利用

できるようにしてトライアルを実施した。高校生対象トライアルは 70名の高校生を対象とした（後藤ら，

2025）。高いユーザビリティと評価された対象者は全体の 57.1%となった。また、ダボット利用前後の対

象者における学校生活上の困難感を測定したところ、傾向群（医学的な診断は受けていないが、発達障害

に関するスクリーニング尺度の得点がカットオフ値を超えた群）において「対人関係」に関する困難感が

有意に減少した。専門学校生トライアルは 47名の専門学校生（岸良ら，2025）。高いユーザビリティと評

価した対象者は全体の 46.8%となった。また、発達障害傾向の有無に関係なく、「読み書き」に関する困

難感が有意に減少した。就業者トライアルは 118 名の就業中または就労支援を受ける成人を対象とした

（樫原ら，2025）。高いユーザビリティと評価された対象者は全体の 31.3%となった。また、発達障害診

断のある人において「対人関係」の困難感が有意に減少した。 

○マイルストーン・KPI 

【マイルストーン⑤】他対象におけるダボットのユーザビリティ評価、生活上の困難感の変化 

【KPI】約 75%の対象者で高いユーザビリティ評価。ダボット利用後、困難感が統計的に有意な減少 

【達成状況】2024 年度に実施したトライアルによりダボット利用後に困難感が減少するという KPI は達

成された。一方で、ユーザビリティスコアが目標値となる 75%より低く達成しなかった。その一因として

事後アンケート・ヒアリング等より、提供する情報（アプリやツール等）の具体名称が欲しい、というこ

とが挙げられていた。ダボットに使用している LINE®では提供する情報にアプリ名などを入れることに支
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障があり、他対象展開システム構築時にアプリ名などの固有名詞の掲載を削除していた。また、LINE®で

提示できる情報の量に限りがあった。これらのことがユーザビリティにネガティブな影響をもたらした

可能性があると考えられる。そこで、2025年度にはダボットの UI改善を進めた。 

(4) 大項目 D「ダボットの多地域への展開および事業計画の検討」 

＜中項目 D-1：事業計画の試行実施＞ 

○目的 

ダボットの個人情報保護規約等の利用ルールを整備して、協働実施者が高等教育機関（大学、短大、高等

専門学校、専門学校）とダボットを共同利用（無償または有償）する事業計画を作成し、試行実施する。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2022 年度に弁護士や企業の管理職など複数のステークホルダーからの助言を得て、ダボットの利用規約

ならびにプライバシーポリシーを整備した。2023 年度から協働実施者である筑波大学ヒューマンエンパ

ワーメント推進局と連携し、教育関係共同利用拠点事業の共同利用に必要となる規約や価格設定などの

整備を行い、ダボットの無償版・有償版の共同利用に関する規定を整えた。2024 年度より教育共同利用

拠点事業として共同利用（無償または有償）を開始した。2025 年度において通算で 20 校が無償契約、1

校が有償契約となり、事業収入を得た。2026年度以降の事業収入も確保見込である。 

○マイルストーン・KPI 

マイルストーン⑥：事業収入の確保見込 

KPI：2名の人員を雇用できる程度の収入の確保見込 

達成状況：2025年度に事業収入を得ており、2026年度が無償から有償への契約切替時期となるため、一

定の収入が見込まれる。また、別途、協働実施者となる筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局にお

いて共同利用収入を確保しており、KPIは達成した。 

＜中項目 D-2：全国展開に向けた適用可能条件の調査＞ 

○目的 

全国の高等教育機関を対象としたダボット展開のための適用可能条件・環境設定に関する調査を実施し、

岡山県・秋田県域の地域展開および全国展開に向けた事業計画を作成する。 

○実施内容・得られた結果／成果 

2023 年度は高等教育機関におけるダボット導入の促進・阻害要因のインタビュー調査研究を行った（宮

川ら，2025）。2025 年度は全国の多くの地域への展開（多地域展開）としてトライアルを実施している。

2025 年 12 月時点で、ダボットの導入は 12 地域（北海道、秋田県、宮城県、茨城県、東京都、山梨県、

長野県、愛知県、京都府、大阪府、岡山県、熊本県）、54組織、累計登録者数 1145名となった。 

○マイルストーン・KPI 

【マイルストーン⑦】導入地域・組織・人の数 

【KPI】ダボットを 5地域 25組織 10,000人が導入 

【達成状況】2025年 12月の集計では、地域数は目標の約 2.4倍、組織数は目標の約 2.2倍となり、当初

の計画を超えて KPIを達成した。一方で、登録者数は目標値を下回った。この理由として、登録者数が増

えてランニングコストが上がることで自立的な事業を進めるためのボトルネックになる可能性が懸念さ

れ、無償トライアルでの登録人数に制限を加えたことが挙げられる。また、本 PJ 終了後、事業計画の実

施に伴って有償契約への切り替えを促していく予定であり、本 PJ終了後に登録者数の増加が見込まれる。 
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3. 今後の計画および展望 

本研究開発の中長期的な効果・効用は、神経学的に多様な人を誰一人取り残さないよう、能力発揮を妨

げる困りごとへの対処法を情報提供し、必要に応じて、地域の支援サービスにつなげられるシステムを

構築することである。これにより、障害（Disability）の有無にかかわらず、誰もが学業や仕事、支援サ

ービスにアクセスでき（Accessibility）、能力を発揮して自己実現できる（Success）、人々の

【SuccessAbility：サクセサビリティ】を高める持続可能な社会の実現を目指す。 

今後の普及・定着に向けて、実施主体は「筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局」と「一般社団

法人サクセサビリティ」である。前者は大項目 D-1 と連動して、全国の高等教育機関（大学、専門学校

等）への共同利用事業を継続的に行っており、本 PJ終了後も持続的な「学生用」ダボットの展開が可能

である。後者は、高等教育機関以外への展開に向けて、本 PJ期間中に設立した外部法人である。本 PJの

大項目 Cと連動して「高校生用」「学生用」「就労用」という３属性のコンテンツを配信可能とし、いずれ

もユーザーの困難感の低減を認めた。一般社団法人サクセサビリティでは主に「高校生用」「就労用」を

主軸として事業展開を進めていく。また、ダボットの継続的・発展的な品質改善にあたっては、当事者や

支援者などのサポーターと協働した品質改善が重要であり、サポーター参画・育成を進めていく。そし

て、既存の相談資源へと接続するためにチャットボットによる自動応答との間を接続する有人オペレー

ターを系統的に養成するためのさらなる研究開発が求められる。 

今後取り組むべき課題として、LINE®に依存した UIを改善することでユーザビリティをさらに高めてい

くとともに、ダボットにより収集されたデータを活用した政策提言等の展開が求められる。それにあた

っては、大項目 A-4で取り組んだデータ公開プロセスの知見も参考にして、ダボットが個人・組織・地域

をつなぐ架け橋となるように活用していくことが期待される。 

 

4. 計画・実施体制等の妥当性 

4-1. 研究開発実施体制・効率性等 

本研究開発の実施体制は、全体マネジメントを行う「研究開発グループ」、事業計画の作成を行う「事

業計画検討グループ」、地域モデルの構築をする「地域連携モデル構築グループ」、大学生以外への対象展

開を担う「他対象展開検討グループ」、全国の多地域展開を担う「多地域展開検討グループ」の５グルー

プにより構成された。「研究開発グループ」が全体進行をしながら、大項目の目的・課題に応じて他のグ

ループと連携しながら進めた。さらに、高等教育機関以外への展開として一般社団法人サクセサビリテ

ィを設立することで、研究成果の社会実装に向けた組織体制を研究開発期間中に整えることができた。 

 

4-2. プロジェクトの運営・活動 

本研究開発期間中に、生成 AI（大規模言語モデル）が急速に普及したことにより、利用者・導入機関

がチャットボットに期待する内容が変容し、非生成 AI 型のダボットの価値づけが大きな課題となった。

本 PJ の参画者でたびたび協議をしながら、ダボットのもつ優位性を整理して進めた。生成 AI は誤情報

（ハルシネーション）や個人情報漏洩などのリスクがあり、対人支援領域では慎重な適用が必要である。

そこで本 PJでは、あえて非生成 AIであり、専門家（心理士等）による品質保証が行われることを強調し

た。これにより、ユーザーにとって機微な情報を安心して取り扱えるようにすることを目指した。加え
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て、ダボットのデータベースを活用し、誤情報を最小化した形での安全な生成 AI の活用についても検討

した。  
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その他 

 

1. 補足事項（任意） 

1-1. 目的・目標の達成状況の補足 

(1)2024年度より全体研究開発計画の変更を行った。その経緯については以下の通りである。 

・当初計画より発展して、事業の担い手となる一般社団法人サクセサビリティを研究開発期間内に設立

した。 

・茨城県の地域トライアルの結果、ダボット展開の重要なステークホルダーとして医療機関を協力機関

に追加した。 

・支援接続について、有人オペレートの効果検証を踏まえて、有人オペレートという新規の対人支援資源

に接続すること自体が重要な指標であると捉え、KPIを修正した。 

(2)研究開発期間中に学生インターンとの協働を行った。詳細は以下の通りである。 

 2023 年度において、大阪国際工科専門職大学の 3 年生 1 名、2 年生 2 名を二期にわたり、学生インタ

ーンとして受け入れた。一期では「ダボットを相談機関（部署）につながっていない大学生等に届け、生

活上の困りごとの解決や相談機関（部署）につなげるためには、どのように展開すればいいか。」をテー

マとして、インターン学生が主体となって量的・質的調査を企画・実施した。その結果は学会発表（長谷

川ら，2024）をするとともに、学生視点でのダボットの展開戦略の検討に活用した。二期では「人の能力

に依存しない信頼性の高い情報を獲得することのできる質問応答システムの実現に向けて、人が入力し

たインテント解釈と検索技術、それを支えるデータベースの基礎的検討及び開発」をテーマとして、イン

ターン学生がモデル評価とシステム提案を行った。このような形で、学生のコミットメントを得てプロ

ジェクトの発展を進めた。 

 

1-2.今後の計画および展望の補足 

(1)協働実施者との密接な連携と新たな実施組織の開拓を進めた。詳細は以下の通りである。 

 本研究プロジェクトは研究代表者、協働実施者ともに筑波大学であったが、同一大学であることによ

り、密接な連携を可能とした。具体的には、研究代表者自身が研究プロジェクトの経緯やビジョンを協働

実施者に直接説明する機会を度々設けた。加えて、当初計画にはなかった一般社団法人サクセサビリテ

ィの設立に伴って、高等教育機関以外の機関とのネットワーク接続のハブを構築した。実際に、高等教育

機関以外へのトライアルを一般社団法人サクセサビリティが実施するとともに、ダボットを高等学校や

就労支援機関に広めるための窓口としての役割を果たした。これにより、研究開発機関終了後も、当初の

協力機関以外に連携を取る機関を開拓した。 

(2)特定地域のみならず、全国の多地域展開を目指した。詳細は以下の通りである。 

 本プロジェクトは茨城県を特定地域として開始している。一方で、発達障害者支援施策は、都道府県に

設置される発達障害者支援センターを中核とした広域による相談支援が展開されている。そこで、発達

障害者支援センターの協力を得られる地域を重点地域として、多くの地域への展開を計画的に実施した。

このことにより、当初計画の２倍を超える導入地域となった。さらに、発達障害者支援センターの関東ブ

ロック研修会や全国研修会にも登壇し、より広域のネットワークでの展開戦略も進めている。 

別紙 1 
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1-3.計画・実施体制の補足 

(1)本プロジェクトでは若手や女性研究者の参画、ライフイベントを考慮した実施体制を整えた。詳細は

以下の通りである。 

 本研究プロジェクトの専任研究員には若手研究者を採用し、1名は女性研究者とした。また、ライフイ

ベントに関する支援を受けて補助人材を雇用した。補助人材の雇用にあたっても、学生や女性を積極的

に採用した。加えて、研究代表者自身のライフイベントに伴って、持続的な研究体制を検討し、プロジェ

クトを止めることなく完遂した。 

(2)当初計画以外に様々なステークホルダーとの連携・協働を進めた。詳細は以下の通りである。 

 本プロジェクトについて様々なステークホルダーと連携・共同するため、2023 年度には JST サイエン

スインパクトラボに参加した。この中で学校関係者や NPO、研究者等とのネットワーキングを行うととも

に、本研究プロジェクトのビジョンに即して、課題の明確化と社会実装に向けたアクションの具体化を

進めることができた。 

 

2. 研究開発実施体制 

2-1. 研究開発実施者 

(1)  研究開発グループ（リーダー氏名：佐々木 銀河） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

佐々木 銀河 ササキ ギンガ 筑波大学 人間系 准教授 

高橋 知音 タカハシ トモネ 信州大学 学術研究院教育学系 教授 

小倉 正義 オグラ マサヨシ 鳴門教育大学 大学院学校教育研究

科 

教授 

原口 英之 ハラグチ ヒデユキ 所沢市 こども支援センター  

末吉 彩香 スエヨシ アヤカ 筑波大学 人間系 助教 

樫原 輝 カシハラ アキラ 筑波大学 人間系 研究員 

長谷川 福子 ハセガワ フクコ 筑波大学 人間系 研究員 

井上 峻之介 イノウエ シュンノ

スケ 

筑波大学 人間系 研究員 

宮川 拓人 ミヤカワ タクト 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

何 橙棋 カ トウキ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

青木 瑞樹 アオキ ミズキ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

岸良 隼人 キシラ ハヤト 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

宮西 眞杏 ミヤニシ マキ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

後藤 光正 ゴトウ コウセイ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 
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渡辺 陽 ワタナベ ミナミ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

堀口 里奈 ホリグチ リナ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

荻野 恭輔 オギノ キョウスケ 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

江波戸 憧音 エバト ショオン 筑波大学 人間総合科学学術院 大学院生 

伏見 元國 フシミ モトクニ 筑波大学 情報学群 学群生 

笹野 裕矢 ササノ ユウヤ 筑波大学 人間学群 学群生 

八巻 遥 ヤマキ ハルカ 筑波大学 人間エリア支援室 技術補佐員 

蔡 丹萌 サイ タンメイ 筑波大学 人間エリア支援室 技術補佐員 

川島 裕貴 カワシマ ユウキ 筑波大学 人間エリア支援室 技術補佐員 

横山 道子 ヨコヤマ ミチコ 筑波大学 人間エリア支援室 技術職員 

 

(2)  事業計画検討グループ（リーダー氏名：竹田 一則） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

竹田 一則 タケダ カズノリ 筑波大学 ヒューマンエンパワ

ーメント推進局 

次長 

舩越 高樹 フナコシ コウジュ 筑波大学 ヒューマンエンパワ

ーメント推進局 

准教授 

鈴木 慶太 スズキ ケイタ 株 式 会 社

Kaien 

 代表取締役 

ダックス ダックス 一般社団法人

サクセサビリ

ティ 

  理事 

大濱 徹 オオハマ アキラ パーソルホー

ルディングス

株式会社 

グループ人事本部 障

害者雇用推進部 障害

者雇用推進室 

室長 

 

(3)  地域連携モデル構築グループ（リーダー氏名：枝松 慎次郎） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

枝松 慎次郎 エダマツ シンジロ

ウ 

茨城県発達障

害者支援セン

ターCOLORS つ

くば 

 発達支援 

担当 
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石田 奈津子 イシダ ナツコ つくば LSC 障

害者就業・生

活支援センタ

ー 

 職員 

西谷 明子 ニシタニ メイコ 有限会社  友

遊舎  カフェ

ベルガ 

  サービス 

管理責任者 

井上 操 イノウエ ミサオ つくば心療内

科クリニック 

 心理士 

篠原 貴 シノハラ タカシ 茨城県発達障

害者支援セン

ターCOLORS つ

くば 

  主任 

神山 拓哉 カミヤマ タクヤ 茨城県発達障

害者支援セン

ターCOLORS つ

くば 

  発達支援担

当 

雨谷 康弘 アマガイ ヤスヒロ つくば LSC 障

害者就業・生

活支援センタ

ー 

  主任 

 

(4)  他対象展開検討グループ（リーダー氏名：上堀 慶介） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

上堀 慶介 カミホリ ケイスケ パーソルダイ

バース株式会

社 

事業開発部 学生支援

グループ 

マネージャ

ー 

佐々木 善 ササキ タダシ 日本電子専門

学校 

キャリアセンター 職員 

 

(5)  多地域展開検討グループ（リーダー氏名：村田 淳） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

村田 淳 ムラタ ジュン 京都大学 高等教育アクセシビ

リティプラットフォ

ーム 

ディレクタ

ー 
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荒川 祐介 アラカワ ユウスケ 秋田県発達障

害者支援セン

ター「ふきの

とう秋田」 

  センター長 

小松原 誠二 コマツバラ セイジ おかやま発達

障害者支援セ

ンター 

  相談員 

三宅 尚志 ミヤケ タカシ おかやま発達

障害者支援セ

ンター 

  相談員 

佐藤 大作 サトウ ダイサク 独立行政法人

高齢・障害・求

職者雇用支援

機構 

秋田支部 秋田障害者

職業センター 

主任障害者

職業カウン

セラー 

 

2-2. 研究開発の協力者・関与者 

  

 なし 
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3. 研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

3-1. シンポジウム等 

年月日 名称 主催者 場所 参加人数 概要 

2023年

7 月 23

日 

一般公開WEBイベント

「発達障害の”障害”

は、社会のどこにある

のか？」 

筑 波 大

学 ダ ボ

ッ ト プ

ロ ジ ェ

ク ト ／

オ ー ル

マ イ ノ

リ テ ィ

プ ロ ジ

ェクト 

オ ン ラ

イン 

累 計

2,634 名

（うち見

逃し配信

の み

1,844名） 

改正障害者差別解消法など

法制度面で障害のある方へ

の対応が進められる一方

で、青年期・成人期の発達障

害のある人への差別や偏見

は依然として根強いと考え

られる。「発達障害のある人

は○○だ」など発達障害の”

障害”を個人に帰結させる

ような考え方が広まってい

ることが懸念される。その

要因として、そもそも私た

ちの生きる社会構造そのも

のがマジョリティ仕様であ

り、マイノリティである発

達障害のある人が直面する

社会的障壁に多数の人が無

自覚または軽視しているこ

とが挙げられる。また、最近

ではマイノリティである発

達障害のある人から提唱さ

れたニューロダイバーシテ

ィ（神経多様性）の考え方が

少しずつ広まってきている

が、ひとたびその言葉をマ

ジョリティ側が用いるにあ

たって、極端に才能を強調

しすぎたり、個性への言い

換えをしたりして、マジョ

リティ仕様の構造に合わせ

て言葉を改変し、”障害”の

存在を軽視しかねない状況

もある。 

このイベントでは、SDGs の

理念である「誰一人取り残
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さない」社会に向けて、本当

の意味での「障害の社会モ

デル」に立ち返り、発達障害

の”障害”を社会の構造上で

生じる社会的障壁として捉

える。マイクロアグレッシ

ョンに関する基調講演、大

学という社会の構造に関す

る当事者と支援者の模擬対

話セッションをきっかけに

しながら、その障壁は社会

のどこにあるのか、青年期・

成人期を中心に議論する。

そして、マイノリティであ

る発達障害のある人の社会

的孤立・孤独を防ぐために、

参加者の皆様からの事前ア

ンケートやコメントをもと

に、私たちが取り組めるこ

とについて議論した。 

2025年

1 月 16

日 

一般公開WEBイベント

「専門学校における

発達障害支援とは？」 

筑 波 大

学 ダ ボ

ッ ト プ

ロ ジ ェ

ク ト ／

科 研 費 

JP22K13

744 

オ ン ラ

イン 

当日 157

名／オン

デマンド

677名 

合理的配慮の提供が法的義

務となった。その影響も受

け、大学を中心とした高等

教育機関における発達障害

のある学生への支援の重要

性についても広く認識され

るようになってきた。「専門

学校（専修学校専門課程）」

においても、診断の有無を

問わず発達障害のある学生

への支援の充実は急務の課

題となっている。 

一方で、大学等と比較する

と、専門学校に特化した研

究や報告は限られており、

専門学校における発達障害

支援に関する情報はきわめ

て乏しい現状にある。例え
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ば、行政調査となっている

「障害のある学生の修学支

援に関する実態調査」は、高

等教育機関のなかでも、大

学・短期大学・高等専門学校

を対象としており、専門学

校は調査対象に含まれてい

ない。専門学校は大学等と

比べて、職業実践教育中心

のカリキュラム、実習等の

多さ、クラス単位の生活、過

密な時間割・・・といったさ

まざまな独自の性質をも

つ。そのような背景をもつ

専門学校において発達障害

学生支援はどのような実態

であり、発達障害のある学

生の困難さを軽減し、心理

社会的な適応の向上を実現

していくためには、どのよ

うな支援が必要であるのだ

ろうか。 

本イベントでは、専門学校

における発達障害支援をテ

ーマとし、専門学校を対象

とした調査研究により得ら

れた知見、実際の専門学校

における学生支援の実態、

専門学校生を対象とした支

援ツールの活用についての

話題提供を行った。話題提

供を踏まえて、専門学校に

おける発達障害支援の現状

および課題や可能性につい

て、さまざまな領域の参加

者も含めて多角的に議論し

た。 
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3-2. 社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 

(1) 書籍、フリーペーパー、DVD 

・筑波大学 DACセンター監修，佐々木銀河編・解説，ダックス著「ヒトはそれを『発達障害』と名づけま

した」2022年 10月 26日，金子書房． 

・高橋知音・佐々木銀河・中野泰伺（編著）「発達障害のある大学生のアセスメント: 理解と支援のため

の実践ガイド」2024年 3月 25日，金子書房． 

・佐々木銀河「進路・進学・大学生活についての困りごと」野口晃菜・松波めぐみ (編)「障害のある 10

代のための困りごと解決ハンドブック―あなたがあなたらしく生きるためのヒント― (pp. 141–157)」

2025年 4月 16日. 現代書館. 

・Sasaki, G.「Neurodiverse and inclusive post-secondary education in Japan」. In Y. Ida, T. 

Fujita, I. Chung, T. Kakizawa, Y. Satoh, H. Yoneda, H. Sato, H. Miyauchi, M. Kokubu, S. Matsuda, 

& E. Komaki (Eds.), 「Human diversity and educational equity in Japan: Well-being in the human 

sciences landscape (pp. 219–230)」2025年 4月 22日．Springer. https://doi.org/10.1007/978-981-

96-2325-9_17 

(2) ウェブメディアの開設・運営 

・WEBサイト：一般社団法人サクセサビリティ，https://successability.or.jp/，2023年 6月 

・X：一般社団法人サクセサビリティ，https://twitter.com/SuccessAbilityJ，2023年 6月 

・Instagram：一般社団法人サクセサビリティ，https://www.instagram.com/successabilityj，2023年

7 月 

・Facebook：一般社団法人サクセサビリティ，

https://www.facebook.com/profile.php?id=100094650816078，2023年 7月 

・WEBサイト：筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局 学生支援チャットボット「ダボット：ダッ

クスさんの相談室」，https://dac.tsukuba.ac.jp/radd/joint-base/dabot/，2025年 6月 

・WEBサイト：一般社団法人サクセサビリティ ダボット，

https://successability.or.jp/index.php/service/dabot，2025年 6月 

(3) 学会（3-4.参照）以外のシンポジウム等への招聘講演実施等 

・神奈川 LD等発達障害児者・親の会にじの会「発達障害のある子どもの大学への進学、支援や学校生活

について」2022年 10月 16 日（神奈川県） 

・昭和女子大学 2022年度 障がい学生支援研修会「法改正にともなう障がい学生支援についてー発達・

精神障がいのある学生やコロナ禍での対応を中心にー」2022年 11月 16日（オンライン） 

・作新学院大学 FD・SD研修会「大学における障害学生支援と合理的配慮ー未診断や障害を開示しない学

生の対応を含めてー」2022 年 12月 7日（オンライン） 

・千葉工業大学 講演会「合理的配慮の義務化について」2022年 12月 8日（オンライン） 

・慶應義塾大学 文学部 FD 講演会「発達障害の診断や可能性のある学生への対応能力の向上に向けてー

仮想事例動画を用いた実践的事例検討ー」2022年 12月 10日（オンライン） 

・武田薬品工業株式会社 ND Symposium「神経発達症と学生／就労における支援」2023年 2月 10日（オ

ンライン） 

・徳島文理大学 研修会「大学における障がい者への合理的配慮について」2023年 2月 14日（徳島県） 

https://doi.org/10.1007/978-981-96-2325-9_17
https://doi.org/10.1007/978-981-96-2325-9_17
https://successability.or.jp/
https://twitter.com/SuccessAbilityJ
https://www.instagram.com/successabilityj
https://www.facebook.com/profile.php?id=100094650816078
https://dac.tsukuba.ac.jp/radd/joint-base/dabot/
https://successability.or.jp/index.php/service/dabot
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・日本獣医生命科学大学 FD ワークショップ「大学における発達障害の診断や傾向のある学生への対応」

2023年 2月 27日（東京都） 

・大阪電気通信大学 FD/SD 研修会「障害のある学生への合理的配慮と体制整備についてー改正法を踏ま

えた対応ー」2023年 3月 2 日（大阪府） 

・東京海洋大学 障害学生支援のため研修会「大学における発達障害の診断や傾向のある学生への対応ー

仮想事例動画を用いた実践的グループワークー」2023 年 3月 3日（オンライン） 

・第 30回関西障がい学生支援担当者懇談会「RADD（発達障害学生支援プロジェクト／筑波大学）の取り

組みについて」2023年 3月 10日（オンライン） 

・星瑳グループシンポジウム「ニューロダイバーシティと障害学生支援」2023年 3月 21日（東京都） 

・茨城県水戸生涯学習センター令和 5 年度セカンドキャリア教育事業「発達障害理解促進講座〜多様性

を尊重し合える社会づくり〜」2023年 6月 27日・7月 4日・7月 11日・7月 25 日（茨城県） 

・SPODフォーラム 2023「障害のある学生への合理的配慮と修学支援」2023年 8月 24日（愛媛県） 

・富山国際大学研修会「合理的配慮提供の義務化に向けた教育環境の整備について」2023年 9月 5日（オ

ンライン） 

・上智大学 FD「発達・精神障害の理解と適切な対応〜大学教員のためのアプローチ〜」2023年 9月 11日

（オンライン） 

・筑波会議 2023「大学教員の視点から見た Diversity×Innovation」2023年 9月 28日（茨城県） 

・一般社団法人日本臨床発達心理士会茨城支部 2023年度第 1回公開講座「青年期・成人期における発達

障害の診断や傾向のある方への支援〜テクノロジーを活用した／しなくてもできる支援〜」2023年 10月

15 日（オンライン） 

・富山短期大学研修会「合理的配慮提供の義務化に向けた教育環境の整備について」2024 年 1 月 11 日

（オンライン） 

・東洋学園大学障がい学生支援に関する講演会「障害者差別解消法を踏まえた障害学生への合理的配慮

と修学支援」2024年 2月 5 日（東京都） 

・常磐大学／常磐短期大学研修会「「改正障害者差別解消法」を受けた学生に対する合理的配慮の提供」

2024年 2月 28日（オンライン） 

・桜美林大学 FD研修「障害者差別解消法改正と発達障害・精神障害を持つ学生への合理的配慮について」

2024年 3月 7日（オンライン） 

・大東文化大学全学 FD研究会「障害者差別解消法の改正と合理的配慮の義務化」2024年 10月 21日（オ

ンライン） 

・こども発達支援研究会「障害のある大学生の合理的配慮とキャリア支援」2024 年 10 月 26 日（オンラ

イン） 

・法政大学研修会「合理的配慮ー学生の修学機会へのアクセシビリティを高めるためにー」2024年 11月

1 日（オンライン） 

・早稲田大学アカデミックソリューション セミナー「障害のある学生への合理的配慮と修学支援」2024

年 11月 12日（オンライン） 

・筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局令和 6 年度教育関係共同利用拠点 FD/SD 研修会「筑波大

学における障害学生への支援」2024年 12月 2日（オンライン） 
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・全国高等専修学校協会 研修会「障害者差別解消法に関してのアップデート」2024 年 12 月 5 日（オン

ライン） 

・富山国際学園 FD研修「発達障害のある学生への対応 支援のあり方について」2024年 12月 23日（オ

ンライン） 

・島根県高校通級担当者会「大学等への進学や就職を見据えた障害のある生徒への指導・支援」2024 年

12 月 26日（オンライン） 

・大洗高等学校 研修会「特別な教育ニーズのある生徒への支援ーニューロダイバーシティの視点を踏ま

えてー」2025年 1月 23日（茨城県） 

・発達障害者地域支援マネージャー会議全国会議「大学生活における合理的配慮」2025年 1月 31日（オ

ンライン） 

・鹿児島国際大学 研修会「合理的配慮と修学支援ー筑波大学での取り組みや実践事例ー」2025年 3月 3

日（オンライン） 

・日本赤十字豊田看護大学 FD研修「障がい学生支援のあり方について」2025年 3月 7日（オンライン） 

・茨城県発達障害者支援センターCOLORS つくば 発達障害セミナー「合理的配慮について」2025 年 4 月

28 日〜6月 27日（オンライン） 

・熊本県・熊本市連携発達障がいに関する講演会「大学生活のサポートを考える」2025年 7月 26日（オ

ンライン） 

・つくば保健所 講演会「発達障害の理解と支援〜ニューロダイバーシティの視点を踏まえて〜」2025年

10 月 14日（茨城県） 

・早稲田大学アカデミックソリューション セミナー「障害のある学生への合理的配慮と修学支援」2025

年 10月 21日（オンライン） 

・発達障害者支援センター関東ブロック研修会「ICTを活用した成人期の発達障害の支援について」2025

年 10月 30日（オンライン） 

・ニューロダイバーシティプロジェクト みんなの脳世界 2025「あなたの困りごとへのアイディアを知る

チャットボット「ダボット」」2025年 11月 2日-3日（東京都） 

・三重大学 全学 FD/SD 障害学生支援セミナー2025「発達障害の診断や傾向の学生への支援について」

2025年 11月 4日（三重県） 

・シンポジウム 個立者がはばたける社会へ「生まれつきコミュニケーションが苦手な人のコミュニケー

ションー成人期発達障害支援の研究と社会実装ー」2025 年 11月 8日（茨城県） 

・和泉短期大学 FD研修「障害学生支援と合理的配慮」2025年 11月 26日（オンライン） 

・茨城県県南生涯学習センター「発達障害のある高校生の進路と大学における支援環境」2025年 11月 29

日（茨城県） 

・日本獣医生命科学大学 FD/SD講演会「発達障害の診断や傾向のある学生への合理的配慮と修学支援」

2025年 12月 1日（オンライン） 
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3-3. 論文発表 

(1) 査読付き（ 4 件） 

●国内誌（ 2 件） 

・宮川拓人・樫原輝・長谷川福子・高階光梨・佐々木銀河（2026）発達障害のある学生に対する支援を目

的としたチャットボット実装の促進・阻害要因の検討．日本教育工学会論文誌 advance published．doi: 

10.15077/jjet.49113 

・樫原輝・長谷川福子・岸良隼人・佐々木銀河（in press）公開予定データの確認がデータ提供者のデー

タ公開に対する不安に与える効果―チャットボット利用実験を通した検討―．日本ロボット学会誌． 

●国際誌（ 2 件） 

・Kashihara, A., Hasegawa, F., Takahashi, T., Ogura, M., Haraguchi, H., & Sasaki, G. (2024). 

The Exploratory Survey of Usage Data with Chatbot for Neurodiverse Individuals. Review of 

Disability Studies: An International Journal, 20(1) 

・Nakano, Y., Takahashi, T., Okazaki, S., Shinoda, H., Waki, T., Takeda, K., & Sasaki, G. 

(2024). Recent Trends in Supporting Students with Developmental Disabilities in Japanese 

Institutions of Higher Education. Review of Disability Studies: An International Journal, 

20(1) 

(2) 査読なし（ 1 件） 

・樫原輝・長谷川福子・佐々木銀河（2026）発達障害特性にかかわる困難感への対処法提案チャットボッ

トの研究開発と社会実装―多様な神経特性をもつ人が活力を持って自己実現できる社会を目指して―．

日本ロボット学会誌，44（1）, 10–15. 

 

3-4. 口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 

(1) 招待講演（国内会議 5 件、国際会議 0 件） 

・佐々木銀河（2022）過敏性を踏まえた高等教育での支援．日本心理学会 公開シンポジウム「過敏性の

心理学」（オンライン）．2022 年 11月 19日． 

・佐々木銀河（2022）障害学生支援と合理的配慮の実際．日本学生相談学会 第 60回全国学生相談研修会 

分科会 G8「障害学生支援と合理的配慮の実際」（オンライン）．2022年 11月 20日． 

・佐々木銀河（2025）医学的診断がない人を含む発達障害支援．第 12回成人発達障害支援学会（東京都）．

2025年 10月 11日． 

・佐々木銀河・樫原輝（2025）神経多様性に応じたチャットボットの地域連携モデルの構築および他対

象・多地域展開．第 43回日本ロボット学会学術講演会 オープンフォーラム OF7（東京都）．2025年 9月

2 日 

・佐々木銀河（2025）青年期・成人期における発達障害者支援―修学からキャリア・就業支援までー．日

本 LD学会第 34回大会（オンライン）．2025年 10月 9 日． 

(2) 口頭発表（国内会議 4 件、国際会議 1 件） 

・佐々木銀河・樫原輝・長谷川福子（2023）神経多様性に応じたチャットボット「ダボット」の研究開発・

社会実装プロジェクト．第 10回成人発達障害支援学会横浜大会（神奈川県）．2023 年 10月 22日． 

・高階光梨・佐々木銀河・津田菜摘・大島郁葉・高橋史（2023）マイノリティへのマイクロアグレッショ
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ンと認知行動療法．日本認知・行動療法学会第 49回大会自主企画シンポジウム（北海道）．2023年 10月

9 日． 

・Kashihara Akira, Hasegawa Fukuko, Takahashi Tomone, Ogura Masayoshi, Haraguchi Hideyuki, & 

Sasaki Ginga (2024) The Exploratory survey of usage data with chatbot for neurodiverse 

individuals. 39th Annual Pacific Rim International Conference on Disability and Diversity 

(Honolulu, Hawai’i). February 2024． 

・樫原輝・長谷川福子・岸良隼人・原口英之・末吉彩香・小倉正義・高橋知音・佐々木銀河（2025）困り

ごとへの対処法を提案するチャットボットの就業者への適用の試み．日本産業精神保健学会第 32回大会

（東京都）．2025年 8月 24 日． 

・樫原輝・長谷川福子・岸良隼人・佐々木銀河（2025）公開予定データの確認がデータ提供者のトークロ

グ提供への不安低減にもたらす効果．第 43回日本ロボット学会学術講演会（東京都）．2025年 9月 3日． 

(3) ポスター発表（国内会議 7 件、国際会議 1 件） 

・佐々木銀河・髙橋知音（2022）高校生における学生生活の困りごと質問紙の信頼性・妥当性．日本 LD

学会第 31回大会（京都府）．2022年 10月 30日． 

・樫原輝・長谷川福子・佐々木銀河（2023）神経多様性に応じたチャットボット「ダボット」の普及可能

性～茨城県南地域トライアルを通して～．第 10 回成人発達障害支援学会横浜大会（神奈川県）．2023 年

10 月 21日 

・長谷川福子・木口佳南・樫原輝・浅田稔・佐々木銀河（2024）大学の相談部署へのアクセスを阻害する

要因と効果的な広報戦略に関する調査．AHEAD JAPAN CONFERENCE 2024（東京都）．2024年 8月 29日． 

・長谷川福子・樫原輝・高橋知音・小倉正義・原口英之・末吉彩香・佐々木銀河（2024）支援機関への相

談経験がない発達障害の傾向のある大学生に対するチャットボットと有人応答による支援．日本認知・

行動療法学会第 50回大会（神奈川県）．2024年 9月 23日． 

・宮川拓人・樫原輝・長谷川福子・高階光梨・佐々木銀河（2024）私立大学における学生支援チャットボ

ットの導入に関する阻害要因・促進要因の調査．日本学校メンタルヘルス学会第 28 回大会（沖縄県）．

2024年 11月 3日． 

・Miyanishi Maki, Horiguchi Rina, Kashihara Akira, Hasegawa Fukuko, Sasaki Ginga (2025) 

Analyzing Supporter Motivation and Continued Engagement in a Participatory Design Process: The 

Co-creative Development of Chatbot 'dabot' with and for Neurodivergent Individuals. IASSIDD 

5th Asia-Pacific Congress (Singapore). October 2025. 

・後藤光正・岸良隼人・樫原輝・長谷川福子・佐々木銀河（2025）高校生に対する発達障害の対処法提案

チャットボットによる支援の効果．日本発達障害学会第 60回大会（新潟県）．2025 年 11月 2日． 

・岸良隼人・樫原輝・長谷川福子・佐々木銀河（2025）専門学校生の発達障害特性に関する困難感への対

処法を提案するチャットボットの効果．日本発達障害学会第 60回大会（新潟県）．2025年 11月 2日． 

 

3-5. 新聞／TV報道・投稿、受賞等 

(1) 新聞報道・投稿（ 11 件） 

・朝日新聞 AERA「発達障害学生 10年間で 6倍に増加 各大学が支援体制を強化、筑波大は専用スペース

も」2022年 12月 17日． 
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・読売新聞 yomiDr.「「アスペルガーの部下を育てられないのは上司の責任」と言い切る会社がやってい

るコト」2023年 2月 1日． 

・毎日新聞「発達障害「自分責めないで」」2023年 4月 5日． 

・東京新聞「発達障害の日常 漫画に」2023年 4月 5日． 

・河北新聞「障害のある生徒の進学後押し」2023年 10月 24日． 

・長崎新聞「障害のある生徒の進学後押し」2023年 10月 26日． 

・京都新聞「障害のある生徒の大学進学後押し」2023 年 10月 27日． 

・図書館教育ニュース「図書ニュー読書部」2023年 11月 28日． 

・日本経済新聞「オフィス、誰もが居心地よく 半個室・光調整可能に」2024年 10月 7日． 

・毎日新聞「大学で広がる"自己理解”支援 知能検査やチェックシートが示すもの」2025 年 12 月 3 日． 

・朝日新聞「増える障害学生どう支援？ 合理的配慮で「諦めさせない環境整備を」」2025年 12月 13日． 

(2) 受賞（ 0 件） 

(3) その他（ 5 件） 

・佐々木銀河，ラジオ出演．文化放送「大竹まこと ゴールデンラジオ！」2023年 2月 7日． 

・佐々木銀河「発達障害に関連する対処法を「障害」なく届けるチャットボットの開発・社会実装」日本

発達心理学会ニューズレター，99号，p.7-8．2023年 6月 30日． 

・佐々木銀河「特集 発達障害とは」茨城いのちの電話広報誌，108号，p.2-4．2023年 12月 21日． 

・佐々木銀河・熊仁美「【対談】「実践に基づくエビデンス」の確立を目指して〜発達障害支援の実践知を

デジタル技術で可視化・共有する〜」研究と政策と社会をつなぐメディア "POLICY DOOR"，2024年 3月

22 日，https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/interview-08.html 

・佐々木銀河・石戸奈々子「障がいの有無に関わらず誰もが自己実現できるサクセサビリティ社会の実現

を目指すダボットプロジェクトを推進」ニューロダイバーシティプロジェクト，2025 年 12 月 8 日，

https://neuro-diversity.world/report/interview_2025_sasaki/ 

 

3-6. 知財出願 

(1) 国内出願（ 0 件） 

(2) 海外出願（ 0 件） 

 

以上 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/interview-08.html
https://neuro-diversity.world/report/interview_2025_sasaki/

